
平成 27 年度 事業計画

１．事業推進のとらえ方と重点目標

我が国においては、少子高齢化が急速に進む中、社会構造の変化に対応可能な社会保

障制度の確立を図るため、医療制度、介護保険制度等の改革が進められています。

特に医療・介護においては、住まい・生活支援まで一体的に提供される［地域包括ケ

アシステム］の構築に向けて、医療・介護が総合的に確保されるために、入院から在宅・

地域へと医師、看護師、介護支援専門委員などの多職種と連携して、シームレスな医療

提供体制に貢献しなければなりません。

また、薬局・薬剤師には地域に密着した健康情報発信拠点として健康に関する情報、

医薬品の適正な使用に関する助言等セルフメディケーション支援に係る役割が求められ

ています。

即ち、かかりつけ薬局機能強化、増加する認知症患者への対応、危険ドラッグの啓発

活動等地域社会の安全確保のため、職域を超えて連携を強化し役割を果さなければなり

ません。

薬学生に対する教育については［薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂］への対応

が求められています。

そして、災害時における適切な対応の準備は引き続き取り組むべき課題であります。

さらに、平成 30 年開催される第 51 回日本薬剤師会学術大会（金沢大会）の着実な準

備もすすめます。

これらの重点事業を遂行し、公益社団法人として与えられた課題と責任を果たすため、

会員各位の一層のご協力を期待いたします。

重点目標

１）地域医療介護総合確保基金を活用する事業

① 在宅介護支援情報システムを構築する。

② 在宅におけるチーム医療推進のための在宅訪問薬剤管理指導業務の充実化と薬剤師

の資質向上を支援する。

③ 在宅医療推進のための薬剤師確保支援事業として、薬剤師復職支援制度の確立を行  

う。

２）危険ドラッグ使用防止啓発活動事業

① 小学校、中学校及び高校における、［薬物乱用防止教室］の内容に危険ドラッグを含

める。

② 県内における大学、短期大学及び専門学校へ「出前講座」として危険ドラッグを含

む薬物乱用防止啓発を働きかける。



３）薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業

昨年度より実施を開始した［糖尿病発症予防を目的とした薬剤師カウンセリング機能

の実施］を、今年度において引き続き実施するとともに関連した事業を行う。

４）第５１回日本薬剤師会学術大会（金沢）の開催準備

準備委員会を開催し大会諸準備を行う。

５）しっかり服薬推進事業

薬を正しく服薬することの認識を高めることは、その効果が十分発揮され良い結果を

得ることになり、飲み忘れた残薬の解消となり、医療の無駄を縮小し、より有効な薬物

療法が行われるよう事業を推進する。

６）青年薬剤師部会育成・活性化事業

本年も引き続き、定例研修会を開催し、その内容の向上を図ると共に、参加者の増加

等を支援する。

７）薬剤師災害支援活動推進事業

地域と連携した災害時医療救護活動を行うための準備と、県内各支部のＢＣＰ（事業

継続計画）の周知と、各薬局におけるＢＣＰを作成することを周知徹底する。

８）自殺・うつ病等に対する医療等支援体制強化事業

向精神薬服薬リスク未然防止事業委員会活動を通して、自殺対策として、うつ病等の

精神疾患を抱える患者の薬剤の適正使用を促進し、適正治療に繋げることを目的として、

ゲートキーパーとしての資質向上に努める。

９）薬剤師生涯学習支援事業

薬剤師の生涯学習ＰＳ講座を引き続き開講し、研修認定薬剤師及び JPALS への登録を

推進し、更なる段階への挑戦を支援する。

10）薬学生実務実習受入支援事業

現行の受入体制を維持･支援するとともに、新薬学教育カリキュラムへの対応を行い、

県内大学や北陸地区調整機構と連携を深める。



２．主要事業の概要

１）適正な医薬分業（面分業）の推進と質的向上の推進

（１）面分業推進の支援

（２）「かかりつけ薬局・薬剤師」機能促進事業推進

（３）石川県医薬分業推進会議の開催

（４）支部別分業推進活動の育成・支援

２） 地域医療介護総合確保基金を活用する事業

（１）ホームページを活用した「在宅マップ」を改良し、在宅医療の受け入れ等に関す

る支援情報を一元化したシステムを構築する。

（２）在宅におけるチーム医療に貢献するための在宅訪問薬剤管理指導業務の充実化と

薬剤師の資質向上を目的とした研修事業を行う。

（３）薬剤師復職支援制度を確立し、復職希望薬剤師のための相談窓口を設け、ホーム

ページでの広報や復職のための研修を支援する。

３）薬局･薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業の推進

（１）地域住民の方々が身近で気楽に健康に関する専門的支援・相談が受けられる健康

相談拠点づくりの推進

（２）薬局における自己検査の支援、一般用検査薬充実の推進

（３）医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律、薬剤師法

改正に伴う医薬品販売制度への対応

４）第 51 回日本薬剤師会学術大会（金沢）の開催準備

（１）日本薬剤師会学術大会準備委員会を開催する。

５）しっかり服薬推進事業の推進（第３年度）

在宅介護の訪問看護師やケアマネージャー等に対して、「しっかり服薬」の理解促進

を図り、在宅での適正な服薬を推進する。

（１）かかりつけ薬局機能の周知

（２）訪問介護ステーションと連携し、在宅介護の訪問看護師やケアマネージャー等を

対象としたしっかり服薬マニュアルを作成

（３）上記マニュアルを使った研修会の開催



６）在宅･介護医療推進事業の推進

（１）在宅医療連携システム推進事業の推進

（２）「健康介護まちかど相談薬局」事業の推進

（３）介護関連多職種との連携

（４）無菌調剤室の会員による共同利用の推進

７）薬剤師災害支援活動推進事業の推進

（１）県内支部及び薬局ＢＣＰ（事業継続計画）の策定と周知徹底

（２）「災害拠点薬局」を中心とした災害医療活動を見据えた実地研修の開催

８）自殺・うつ病等に対する医療等支援体制強化事業の推進

（１）向精神薬服薬リスク未然防止事業の継続

（２）ゲートキーパーとしての資質向上、精神科受診患者対応のスキル向上を目的とし

た研修会の開催とＱ&Ａ集の作成

９）薬剤師生涯学習支援事業の推進

（１）日薬ＪＰＡＬＳヘの登録並びにポートフォリオ（研修実践記録）提出の推進

（２）認定薬剤師研修制度(G08)プロバイダー事業の推進

（３）新規「薬剤師プロフェッショナルスタンダード（PS）講座」の開始

（４）薬剤師生涯学習に関わる研修会の支援並びに認定薬剤師登録申請の推進

（５）各種学会・学術講演会等の主催・共催並びに後援

（６）石川県薬剤師研修協議会(日本薬剤師研修センターの地域支援組織)の運営

（７）日本薬剤師会・日本薬剤師研修センター等の斡旋図書の紹介

10）薬局・病院薬剤師連携強化の推進

（１）各種共催研修会の開催と相互参加を促進する。

11）薬学生実務実習受入支援事業の推進

（１）薬学生の実務実習受入の支援

（２）北陸地区病院・薬局実務実習調整機構委員会への参加

（３）認定実務実習指導薬剤師の養成事業の推進

（４）新薬学教育モデル･コアカリキュラム(平成 27 年開始)の検討と対応



12）ジェネリック医薬品使用促進事業の推進

  ジェネリック医薬品の更なる普及とその対応策を検討し、使用促進を図る。

（１）ジェネリック医薬品の安全性、有効性データの収集、医療機関、薬局等への情報

提供

（２）消費者に対する普及啓発セミナー開催、医薬品製造工場見学会の実施

（３）保険組合との意見交換会の開催

13）支部・職域部会等の活動強化育成事業の推進

（１）支部組織活動の活性化支援

（２）各種職域部会の活動助成

14）学校保健活動の推進

（１）学校の保健管理・健康教育及び環境衛生検査の充実を図る

（２）学校薬剤師部会の強化・育成を図る

15）薬物乱用防止運動の推進

（１）薬物乱用防止、危険ドラッグ使用防止啓発活動の推進

石川県薬物乱用防止指導員制度への協力

（２）アンチ･ドーピングに係る教育･啓発事業

ドーピング防止ホットラインの活用・啓発

（３）禁煙運動啓発推進

16）青年薬剤師部会育成事業の推進

（１）青年薬剤師部会の強化・育成を支援する

17）保険（医療・介護）業務向上施策の推進

（１）保険業務適正化の推進

（２）保険調剤業務の個別相談・指導

（３）保険薬局個別・集団指導の立会並びに助言

18）薬局センター事業支援の推進

（１）無菌調剤室の共同利用

（２）南加賀急病センター事業参加支援



19）薬局業務強化・育成施策の推進

（１）医薬品販売制度の周知徹底

（２）薬局等開設相談所業務の協力

（３）ＤＥＭ並びに医薬品・医療機器等安全性情報制度への参加促進

20）医薬品品質検査事業の推進

（１）「医薬品試験検査実施要項」に基づく計画的検査の実施

（２）医薬品品質管理事業推進

21）備蓄医薬品安全管理事業の推進

（１）「e薬あんしん管理システム室」の運用推進

（２）｢e薬.com システム｣の普及促進

22）薬事センター事業の推進

（１）医薬品等情報提供事業の推進

（２）「薬相談室」の運営

（３）医薬情報検索・データーベースの充実・収集・処理の推進

（４）石川県薬剤師会ホームページの充実

23）子ども健康サポート薬局推進事業の推進

（１）事例集（Ｑ＆Ａ）の作成及びホームページへの掲載

24）広報活動の推進

（１）「県薬レポート」の編集発刊

25）石川県薬剤師会検査センター事業の推進

（１）新規需要に対応する施設の拡充

（２）技能研修と精度管理の推進及び機器整備

26）休日・夜間地域薬局確保対策事業の推進

（１）休日・夜間当番薬局制度の整備拡充



27）「くすりと健康」アドバイザリー体制の推進

（１）県民健康啓発講座（心と体の健康とくすり講座）の開催

（２）地域における健康教育などへの開催協力、講師派遣

（３）「薬と健康の週間」実施

（４）「健康フェスタいしかわ」協賛

28）高度管理医療機器等販売業等に係る継続研修事業の推進

（１）継続研修会の開催

29）会員増強対策の推進

（１）会員勧誘パンフレットの作成と活用

30）その他の事業

（１）石川県保険薬局協同組合の助成

（２）独立行政法人医薬品医療機器総合機構に関する業務受託

（３）石川県薬剤師会功労者表彰の実施

（４）日薬共済制度・薬剤師賠償責任保険制度・薬剤師年金制度・日薬国民年金基金制

度・薬剤師個人情報漏洩保険制度等への加入促進


